
各市町村の担い手育成・確保対策について

令和５年４月
北海道農政部技術普及課

～ 新規就農者数のレーティング（数値化）に基づく独自支援対策の紹介 ～



・

・



農家戸数の減少や農業従事者の高齢化が進展する中、本道農業・農村の持続的な発展を図るためには、
意欲と能力があり、経営感覚に優れた担い手の育成・確保が大きな課題となっています。

また、地域農業の担い手確保と地域の活性化を図るためには、各地域の実態に応じた新規学卒者への支
援や農業研修者等の受入が重要であり、受入側のバックアップ体制の整備が必要となります。

このような中、道では北海道農業担い手育成センターと連携し、新規就農者の累計数を集約するとともに、
各市町村における独自の担い手対策を取りまとめましたので、今後の担い手対策の参考として活用願います。

〇はじめに

対策を講じている
市町村は、担い手
も元気なんだね！

もがくことが
大切なんだね!!

Point



１． 北海道における新規就農者
・新規就農者数（全道、営農類型別、振興局別）

２． 道内の市町村別における新規就農者数等のレーティング（数値化）
・全道市町村における新規就農者数、販売農家戸数、充足率の試算

３． 新規就農者数のレーティング（数値化）上位の市町村における主な担い手対策
・新規就農等研修施設の有無、市町村独自の対策

４． 各市町村の担い手育成・確保対策の事例紹介
①岩見沢市、②別海町、③富良野市、④中標津町、⑤美幌町、⑥新ひだか町、⑦平取町、
⑧豊富町、⑨八雲町、⑩浜中町、⑪新冠町、⑫遠軽町、⑬新得町、⑭中川町、⑮月形町、
⑯美瑛町 の取組紹介

５． その他（参考資料）
・北海道における担い手対策施策など
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※新規就農者数のレーティング（数値化）
新規就農者数の累計など、対象となる物事に対して、ある基準

に基づき数値化を行ったもの。その位置付けを見える化したもの。



資料：北海道農政部「新規就農者実態調査」

１．北海道における新規就農者

ア 新規就農者数と販売農家に占める割合

○ 新規就農者数は、平成22年(2010年)以降、減少傾向で推移し、令和３年(2021年)は477人。

○ 新規就農者数の販売農家に占める割合は、近年1.5～1.6％で推移。

○ 平成17年（2005年）及び平成22年（2010年）と平成27年（2015年）以降を比較すると、農家子弟（新規
学卒＋Ｕターン）は減少傾向にある一方、新規参入は増加傾向。

イ 新規就農者数（農家子弟・新規参入別）
（％）（人） （人）

〈新規学卒〉
農家子弟で学校卒業後、直ちに又は研修を経て就農した者

〈Ｕターン〉
農家子弟で他産業に従事した後、就農した者

〈新規参入〉
自ら農地を取得するなどして、新たに就農した者

〈農業次世代人材投資事業の交付実績〉

１
※26年度の経営開始型は26補正分を含む。
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資料：北海道農政部「新規就農者実態調査」

ウ 新規就農者数（営農類型別〈全体〉）

○ 全体では畑作・酪農・稲作は減少、野菜は増加傾向。農家子弟においては野菜は横ばい。

○ 新規参入においては、野菜が最も多く増加傾向にあるほか、酪農も増加傾向。

〈農家子弟〉
（人）

〈新規参入〉

（人）

（人）

畑作

稲作

酪農

野菜

野菜

酪農

畑作

２

稲作

４営農類型
抜粋



資料：北海道農政部「新規就農者実態調査」、農林水産省「世界農林業センサス」「農林業センサス」

エ 新規就農者数（農家子弟・振興局別）

○ 新規就農者のうち農家子弟は、空知、石狩、胆振、渡島、檜山、上川、宗谷、オホーツク、釧路、根室
で減少傾向。

○ 販売農家戸数に対する割合は、オホーツク、十勝、根室、宗谷、釧路、空知の順に高く、全道平均を
上回っている。

（人）

オ 販売農家戸数に対する新規就農者
（農家子弟（H24～R3の平均））の 割合（振興局別）

３

注：H24～R3の10年間の新規就農者(農家子弟)の平均を個人経営体数（R3)で割ったもの。

全道平均
1.50％



R元販売農家戸数 充足率（Ｃ） R元販売農家戸数 充足率（Ｃ）

（E）=年平均×30/（C） （A） うち新規参入者 （Ｂ） （Ｃ）=(A)/10×30/(B) （A） うち新規参入者 （Ｂ） （Ｃ）=(A)/10×30/(B)

1 岩 見 沢 市 145 14 854 50.9% 24 新 十 津 川町 64 2 292 65.8%

2 北 見 市 131 8 713 55.1% 24 札 幌 市 64 45 347 55.3%

3 帯 広 市 128 6 580 66.2% 24 江 別 市 64 20 304 63.2%

3 別 海 町 128 31 687 55.9% 27 中 標 津 町 63 15 307 61.6%

5 芽 室 町 125 3 527 71.2% 28 清 里 町 60 0 200 90.0%

6 長 沼 町 101 17 566 53.5% 28 標 茶 町 60 13 267 67.4%

7 音 更 町 100 12 613 48.9% 30 美 幌 町 55 3 348 47.4%

8 美 瑛 町 97 36 373 78.0% 31 新 ひ だ か町 53 31 380 41.8%

9 名 寄 市 91 9 473 57.7% 32 む か わ 町 52 10 308 50.6%

10 富 良 野 市 82 21 546 45.1% 33 小 清 水 町 50 1 287 52.3%

11 旭 川 市 78 18 843 27.8% 33 鹿 追 町 50 1 198 75.8%

12 大 空 町 77 0 400 57.8% 35 滝 川 市 49 5 273 53.8%

13 余 市 町 76 67 340 67.1% 35 厚 真 町 49 14 275 53.5%

14 深 川 市 75 9 542 41.5% 37 東 川 町 47 11 172 82.0%

15 幕 別 町 74 7 469 47.3% 37 斜 里 町 47 0 234 60.3%

16 士 幌 町 73 4 332 66.0% 37 池 田 町 47 5 210 67.1%

17 蘭 越 町 72 16 237 91.1% 40 由 仁 町 46 5 302 45.7%

17 網 走 市 72 5 305 70.8% 40 中 富 良 野町 46 4 299 46.2%

19 栗 山 町 70 18 317 66.2% 40 剣 淵 町 46 0 264 52.3%

19 士 別 市 70 10 467 45.0% 40 清 水 町 46 6 297 46.5%

21 仁 木 町 69 45 294 70.4% 40 訓 子 府 町 45 3 287 47.0%

22 新 篠 津 村 67 3 221 91.0%

23 美 唄 市 66 3 486 40.7%

順位 市町村名 順位 市町村名
新規就農者数（過去10年累積）新規就農者数（過去10年累積）

◆ 道内の市町村別における新規就農者数のレーティング（過去10年合計：平成24年～令和３年）

４

１）新規就農者数：平成24年～令和3年までの累計数値
２）販売農家戸数：2020年農林業センサス
３）充足率：世代の入れ代わりを30年として試算

２）を30年で割り、年平均の新規就農者数をかけた数値



◆ 新規就農者数のレーティング（数値化）上位の市町村における主な担い手対策
新規就農等研修施設

研修施設名（主な施設） 主な独自事業名

1 岩 見 沢 市 ○
農業試験ほ

研修用園芸ハウス
○ 新規就農サポート事業 受入農家への助成

ﾋﾞﾆｰﾙﾊｳｽ

導入支援
短期受入研修

岩見沢

4HC
岩見沢農高

2 北 見 市 ○
女性専用研修宿泊施設

ﾌｧｰﾏｰｽﾞﾊｳｽ「うえる」
○ 新規参入就農支援事業

就農開始助成

（6万円/月）

土地賃貸助成

借料1/2以内

北見市農業

青年ｸﾗﾌﾞ

3 別 海 町 ○
（有）別海町酪農研修牧場

（株）なかしゅんべつ未来牧場
○ 新規就農者対策事業

新規就農者補助

（300万円）

ﾘｰｽ料支援

（100万円）
別海4HC 別海高校

3 帯 広 市 ○ 帯広市農業技術センター ○ 帯広市農林業育成資金
2,000万円まで

無利子（新規）
帯広農高

5 芽 室 町 ○
芽室町ふるさと交流センター

「やまなみ」
○ 芽室町新規就農者支援

賃借農地補助

1/3以内

農業用機械助成

（50万円/年）

芽室町農村青

年連絡協議会

6 長 沼 町 ○
新規参入農業者誘致等特

別対策事業

居住使用料への

助成

受入指導農家助成

（4万円）
長沼4HC

7 音 更 町 ○ ＪＡ木野特産物センター ○ 農業後継者確保対策事業
無利子資金貸付

（50万円）

基礎研修手当

（12万円/月）

家賃補助

（2万円/月）

8 美 瑛 町 ○ 農業担い手研修センター ○ 担い手総合推進事業
就農時

200万円を助成

家賃助成

月額3万円

9 名 寄 市 ○ 新規就農者等支援事業
研修期間の生活

補助（12万/月

研修期間中の家

賃補助
名寄4HC 名寄産業高

10 富 良 野 市 ○ 富良野市農業担い手育成センター ○ 農業担い手支援貸付事業
栽培用ハウス資

材等の無償貸付

研修用費用の助成

（100万円）

農業大学校等研

修補助

富良野

ｸﾞﾘｰﾝﾋﾟｰｸ

富良野緑峰

高校

11 旭 川 市 ○ 農業研修施設整備推進施設 ○
新規就農確保・育成対策

事業

研修期間中の家

賃助成

施設投資への助成

（3割補助）

規模拡大への助成

（5割補助）
ｻｰｸﾙPeas 旭川農高

12 大 空 町 ○ 新規就農者技術習得管理施設 ○
農業体験実習生家賃助成

金

家賃助成

（4万円／月）

移住支援金

（100万円／戸）

NONKY

CLUB
東藻琴高校

13 余 市 町 ○ 新規就農サポート事業
就農進学支援

（12万円／

技術習得支援助成

（10万円／月）

家賃助成

（3.0万円／
余市紅志高

14 深 川 市 ○ 株式会社 深川未来ファーム ○ 新規就農者確保対策事業
研修生への住宅

補助

就農支援資金の

助成（200万円)

受入農家への指

導謝金
ONE MOA 深川東高

15 幕 別 町 ○
幕別町農業担い手支援センター

（株）北海道ホープランド
○ 新規就農者支援事業

農地賃借料の半

額助成

16 士 幌 町 ○ 農業技術習得支援事業
農大入学者への

補助（50万円)

農地の賃借料助

成（1/2以内）

農業青年

ｾﾞﾐﾅｰﾙ
士幌高校

17 蘭 越 町 ○ 蘭越町研修農場 ○ 新規就農支援事業
機械導入助成

（300万円）

新規就農者へ

24万円の商品券

家賃助成

（1.5万円／
蘭越4HC

17 網 走 市 ○ 新規農業参入者支援事業
農地等に係る固

定資産助成

とうふつ

青年会

19 栗 山 町 ○ 農業新規参入者助成事業
機械導入助成

（100万円）

農地整備助成

（120万円）

技術習得支援助成

（10万円／月）
栗山4HC

19 士 別 市 ○
（有）デイリーサポート士別

（ファームつなぐ）
○ 就農研修期間助成

就農研修助成

（12万円／

農業体験支援

（1万円／泊）

就農進学支援

（12万円／年）

BLUE

SEEDS

19 仁 木 町 ○ 農業担い手育成事業
農地取得給付金

（～20万円）

新規就農者等へ

50万円の奨励金

ﾆｭｰﾔﾝｸﾞ

ﾌｧｰﾏｰｽﾞ

22 新 篠 津 村 ○ 新篠津人づくり対策
大型特殊取得経

費の半額助成
新米塾

23 美 唄 市 ○ 新規参入者等支援事業
研修生への補助

（5万/月・2年間）

受入農家への補

助（5万/月）
美唄尚栄高

主な支援内容
順位 市町村名

市町村独自の対策 主な青年

農業者組織

その他

農業系高校

５


